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富
来
俳
壇

「
文
芸
教
室
」
に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首
（
一
句
）

と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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生
涯
学
習
課
ま
で

※
毎
月
３
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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富
子

亡
き
父
に
似
て
い
る
の
か
な
酒
好
き
が　

柴
田　

政
行

父
母
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苦
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に
気
付
く
年
齢
に　
　
　
　

西
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海
春

頑
張
れ
ど
母
親
ほ
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は
慕
わ
れ
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み
ち
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か
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盆
正
月
出
費
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な
る
孫
台
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松　

康
子

台
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予
報
び
く
び
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ま
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芝
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照
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無
事
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過
次
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台
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も
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来
て
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池
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う
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の
孫
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中
が
豆
台
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台
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も
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後
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津
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台
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光
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丹
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め
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田
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実
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坂
下
二
三
子

日
ぐ
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が
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来
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よ
と
声
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縄
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収
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岡
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追
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迎
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り
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な
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止
ま
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の
湿
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新
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院
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も
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を
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猛
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を
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ま
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世
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松
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ま
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沖
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漁
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お
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崎
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ま
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鳴
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ま
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芳
野　

法
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な
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日
の
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ら
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り
て
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と
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打
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田
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正
敏
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に
あ
る
小
さ
き
花
ら
実
を
結
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力
満
ち
来
て
無
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果
は
ぜ
る　
　
　

芳
岡　

典
子

天
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ぎ
長
く
咲
き
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る
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日
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れ
て
誕
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ふ　
　
　
　
　

向
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の
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咲
き
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れ
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遊
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本　

與
彦
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が
ぐ
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ど
り
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谷　
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や
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論
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潤　
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津　

岳
陽
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と
う
り
瓜
や
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に
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き
小
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も
る　
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野　
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思
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を
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境
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長
根
尾
郁
恵

鳴
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づ
る
す
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と
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筆
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に
け
り　

小
島　

史
子

秋
茗み
ょ
う
が荷
祭
料
理
の
乄し
め
に
出
る　
　
　
　
　

森
下
い
わ
お
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福井

宿女

福野

長沢

高浜

北吉田

堀松神代

大島

矢駄

倉垣

2区 能登原子力センター
小学生男子 
1,600ｍ

3区
テニスコート前
小学生女子
1,300ｍ

4区
文化ホール前
小学生男子
1,500ｍ

12区
テニスコート前
フリー男子
2,100ｍ

1区 陸上競技場
スタート
ゴ ー ル
小学生女子
1,200ｍ

11区
末吉集会所前
フリー男子
1,900ｍ

5区
志賀町役場前
フリー女子
1,300ｍ

10区
西山農業集落センター前

中学生男子
2,300ｍ

6区
高浜小学校前
フリー女子
1,000ｍ

7区
福野集会所前
中学生女子
2,200ｍ

9区
加茂高齢者センター前

中学生男子
1,600ｍ

加茂
小学校

　志賀
消防署

ホーム
センター

いこいの村
能登半島

能登
ロイヤルホテル

西山 IC西山 IC

8区
下甘田多目的集会所前

フリー男子
2,900ｍ

選手応援のための車両による伴走は禁止しています。大会運営の支障になりますので、ご理解とご協力をお願いします。

10/12
体育の日㊊

志賀地域周回コース

◆場　所　能登ロイヤルホテル
◆対　象　町内在住または出身の人で、今年度 20 歳をむかえる人
　　　　　（平成７年４月２日か ら 平成８年４月１日生まれの人）
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※志賀町では、新成人が実行委員会を開催し、自ら成人式の企画・運営を
しています。現在、第１回を開催しました。今後も詳細を決めていきます。

問生涯学習課　☎32-9350

成人式
平成28年

１月10日㈰
予告
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志賀町駅伝競走大会
志賀町合併 10周年記念第

10
回

今年のコースは、里山コース（志賀地域）を一周し、ゴー

ルを目指します。スタート・ゴールは志賀町陸上競技場

で、全12区間にわたって、たすきをつなぎます。当日は、

先導車両として石川県交通機動隊の白バイ隊が、選手を

誘導します。沿道でのあたたかいご声援をお願いします。

※付近の皆さんにはご迷惑をおかけしますが、円滑な大会運営にご協力をよろしくお願いします。

【駅伝競走大会参加チーム】
①加茂・下甘田　②熊野・上熊野　③西海・西浦

④増穂　⑤富来・稗造　⑥土田（前年度優勝）

⑦志加浦　⑧堀松　⑨高浜　⑩中甘田　⑪福浦

志賀町陸上競技場
9：30 スタート

白バイ隊が
誘導します！
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地　域　安　全　ニ　ュ　ー　ス

羽咋警察署・羽咋郡市防犯協会連合会（☎ 22-4970）

こんにちは
地域包括支援
センターです。

（健康福祉課）
☎32-9132

高齢者が住み慣れた地域で安心して生活が続けられるように支援しています。
気がかりなことがありましたら気軽に相談してください。秘密は守ります。

身体的虐待
殴る、蹴るなどの暴力

経済的虐待
年金などを勝手に使う

性的虐待
わいせつな行為を強要する

心理的虐待
叱りつける、無視する

介護・世話の放棄・放任
劣悪な環境で放置する

高齢者の虐待を防ぎましょう

・児童相談所全国共通ダイヤル　☎１
いちはやく

８９
・七尾児童相談所　☎ 0767-53-0811　・志賀町住民課　☎ 32-9122
・志賀町児童相談　携帯電話 090-8267-4693

□不自然な傷やあざがある

□怒鳴り声や悲鳴などが聞こえてくる

□家族が介護について悩んでいる、
　疲れている

□性的な行為を強要しているようだ

□本人に無断で年金などを使っている

□最近姿を見ない

□「助けて」「怖い」などの保護を
　求めている

ー 高齢者虐待チェックリスト ー

る

任

健康福祉課）
☎32-9132

えてくる

いる、

うだ

ている

を

スト ー

い
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
周
り
に

ハク太郎

10月11日㈰～ 20日㈫

全国地域安全運動

警察では、防犯協会や関係機関・団体・
ボランティアの皆さんと連携して、
犯罪のない安全・安心な街づくりに取り組みます。

　鍵をかけてください！
・家のドア、窓の鍵は必ず閉める！

・自転車、バイクにはツーロックする！

・車庫の中でも、自動車の鍵は施錠する！

・自動車から離れる時は、短時間でも鍵を閉める！

　振り込め詐欺などに注意！
・新幹線開業に伴い、犯人が直接お金を受け取る
「受け取り型」の手口が増加しています。知らな
い人にお金を手渡さないようにしましょう。

・石川県警察では、振り込め詐欺などの被害を防
止するため、金融機関にお客様への声かけ・最
寄りの警察署への連絡を求めています。皆さま
のご理解とご協力をお願いします。

ス

動 　さまざまな事情から、家庭で暮らすこ
とのできない子どもがいます。このよう
な子どもを家族の一員として迎え、豊か
な愛情で養育する人を「里親」といいます。
　里親には養育の期間や方法などにより、

①養育里親、②専門里親、③親族里親、
④養子縁組を希望する者

の４種類があります。里親になるには特
別な資格はいりませんが、「子どもの養育
についての理解や熱意と愛情を持ってい
る」、「経済的に困窮していない」、「本人
や同居人が児童福祉法上の欠格事由に該
当しない」ことが必要です。
　石川県内の登録・認定里親数は 86 人、
委託里親数は 27 人、委託児童数は 44 人
で、（平成 26 年度末現在）里親へのサポー
ト体制も整っています。

志賀町要保護児童対策地域協議会だより

　里親についての相談・登録・申込み・問い合わせは、
七尾児童相談所まで、気軽に相談してください。
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児童館の畑でサツマイモを
収穫しませんか。汚れても大
丈夫な服装で来てください。

図書館お話ボランティアの
方のおはなし会があります。
絵本に親しみ心豊かな時間
を過ごしてみませんか。
（幼児親子から小学生対象）

『コップの水はこぼれる？！こぼれない？！』
『ひとりで進む？不思議なボート』など、こぼれそう
でこぼれない「水の不思議」を体験してみましょう！

指導：北陸電力㈱宮本さん　
(定員 15 人・小学校３・４年生対象 )

高田絹子先生の指導でバト
ン教室を行います。初めて
でも大丈夫、音楽に合わせ
て楽しくバトンを回してみ
ましょう。(小学生対象 )

松本有美先生の指導で親子
リトミック遊びをします。
親子でスキンシップをはか
りませんか。(定員 20 組）

( 幼児親子から小学生対象 )

13:30 ～ 14:30 ～

14:00 ～

14:30 ～10:30 ～

サツマイモ掘り おはなし会

【科学教室】『水の不思議』を体験しよう！

バトン教室親子リトミック遊び

10/3
土

10/21
水

10/31
土

10/24
土

◆新着の本◆
○東京零年　　　　　　　　　　　赤川　次郎
○姫神　　　　　　　　　　　　　阿部龍太郎
○道徳の時間　　　　　　　　　　呉　　勝浩
○プロフェッション　　　　　　　今野　　敏
○アンフェアな国（刑事雪平夏見５）　秦　建日子
○啼かない鳥は空に溺れる　　　　唯川　　恵
○品川恋模様殺人事件（耳袋秘帖）　　風野真知雄
○桜吹雪（新酔いどれ小籐次３）　  佐伯　泰英
○似非遍路（高瀬川女船歌）　　　  澤田ふじ子

◆新着ＤＶＤ◆
○みすゞ　　　　　 田中美里 ,　中村嘉葎雄　ほか出演
○ダレン・シャン～若きバンパイアと奇怪なサーカス～

クリス・マッソ・グリア　ほか出演

○メリダとおそろしの森　　ディズニーアニメ

芸術
の秋

食欲
の秋

スポーツ
の秋

の人にもお勧めの本を取り揃えています。ぜひ活用してください。

休館日　10月５日㈪、12日（月・祝）
　　　　　　19日㈪、26日㈪
問い合わせ先・開館時間
志賀町立図書館　平日　９:30 ～ 18:00
☎32-1740　　  土日祝　９:30 ～ 17:00
町立富来図書館　平日　９:30 ～ 18:00
☎42-2777　　  土日祝　９:30 ～ 17:00

◆おすすめの本◆
○スクラップ・アンド・ビルド　　　　　　　　　　羽田　圭介
　健斗の家に引き取られた認知症で足腰も弱く介護が必要な祖父。
「早う死にたか」と毎日ぼやく祖父のために健斗は死を叶えてやろ
うとするが、祖父は、本当は生にしがみついているのを知る。閉
塞感の中におかしみ漂う、新しい家族小説。第153回芥川賞受賞作。

○総理にされた男　　　　　　　　　　　　　　　　中山　七里
　総理にそっくりな容姿を持ち、そのものまね芸を得意とする売
れない舞台役者に持ちかけられた極秘指令とは。政治の世界をわ
かりやすく描くポリティカル・エンターテイメント小説。

●おはなし会
10月7日㈬・21日㈬　16:00 ～

10月24日㈯　14:00 ～
●ボランティアおはなし会

10/10
土

ツ

志賀町立図書館
１階・絵本コーナー

休 館 日　10 月 12 日（月・祝）、18 日㈰
開館時間　９:00 ～ 17:30
問い合わせ先　志賀町児童館
　　　　　　　☎ 32-1724
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家から
バス停まで
の距離

•
弁
護
士
（
元
高
等
検
察
庁
検
事
）、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
教
授

　
國
田　

武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
岡
山
地
検
、
福
井
地
検
等
で
捜
査
・
公
判
検
事
と
し
て
財
政
・
経
済
事

犯
、
公
安
・
労
働
事
犯
、
選
挙
事
犯
、
暴
力
事
犯
、
風
紀
・
麻
薬
事
犯
、
外
国
人
犯
罪
、
少
年
犯
罪
、
交
通
事
犯
な

ど
数
多
く
の
事
件
を
担
当
。
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
と
し
て
若
手
検
事
の
指
導
育
成
に
も
あ
た
る
。
平
成
15
年
６
月
、

愛
知
県
弁
護
士
会
に
弁
護
士
登
録
。
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
と
い
う
名
称
で
法
律
事
務
所
を
開
設
し
、
弁
護
士
と
し

て
活
動
。
ま
た
、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
教
授
と
し
て
法
科
大
学
院
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
。
平
成
20
年
か
ら

愛
知
・
三
重
両
県
の
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
産
業
保
健
相
談
員
、
年
金
記
録
確
認
愛
知
地
方
第
三
者
委
員
に
就
任
。

　
空
き
家
対
策
法
に
つ
い
て

Ｑ
：
私
は
都
会
に
移
り
住
み
、
年
に
１
・
２
回
程
度
、
田

舎
の
実
家
に
帰
り
ま
す
が
、
両
親
も
亡
く
な
り
、
普

段
は
空
き
家
状
態
で
す
。
他
の
兄
弟
も
実
家
に
帰
る

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
で
き
た
と
聞
く
「
空
き

家
対
策
の
法
律
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
す
か
。

Ａ
：
平
成
25
年
10
月
１
日
時
点
で
、
空
き
家
は
全
国
に

８
２
０
万
戸
あ
り
、
総
住
宅
数
に
占
め
る
割
合
は

13
・
５
％
で
す
（
総
務
省
調
べ
）。
住
宅
の
供
給
過

剰
と
人
口
減
少
を
背
景
に
、
今
後
も
増
加
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
空
き
家
の
増
加
に
よ
り
、
家
屋
倒
壊
や
屋

根
瓦
な
ど
の
飛
散
被
害
・
浄
化
槽
の
破
損
・
汚
水
の

流
出
・
ゴ
ミ
の
放
置
な
ど
の
衛
生
上
の
影
響
、
植
栽

の
不
整
備
に
伴
う
害
獣
・
害
虫
の
増
殖
、
道
路
通
行

上
・
景
観
上
の
影
響
、
不
法
侵
入
者
に
よ
る
犯
罪
や

放
火
の
危
険
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
き
ま
す
。

　
　

そ
こ
で
、「
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
」
が
、
平

成
27
年
５
月
26
日
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

こ
の
法
律
は
、
以
下
の
目
的
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
措

置
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

①
地
域
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
保
護
す
る

　

②
生
活
環
境
を
保
全
す
る

　

③
空
き
家
を
活
用
す
る
。
空
き
家
に
関
す
る
施
策

　

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
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ま
ず
、
著
し
く
保
安
上
の
危
険
と
な
る
恐
れ
の
あ
る

空
き
家
、
ま
た
は
衛
生
上
有
害
と
な
る
恐
れ
の
あ
る
空

き
家
に
つ
い
て
、
市
町
村
は
、
修
繕
や
撤
去
を
指
導
や

勧
告
で
き
る
と
し
（
い
わ
ゆ
る
改
善
命
令
）、
猶
予
期
限

を
過
ぎ
て
も
応
じ
な
い
場
合
は
、
市
町
村
は
強
制
撤
去

す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

注
意
が
必
要
な
こ
と
は
、
猶
予
期
限
ま
で
に
修
繕
に

「
着
手
」
す
れ
ば
良
い
の
で
は
な
く
、「
完
了
」
し
な
く

て
は
い
け
な
い
こ
と
。
つ
ま
り
、「
改
善
し
て
い
る
フ
リ
」

は
許
さ
れ
な
い
規
定
で
す
。
ま
た
、
修
繕
費
用
や
撤
去

費
用
は
、
空
き
家
の
所
有
者
負
担
で
す
。

　
　
改
善
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
、
住
宅
が
建
つ
土
地
へ

の
固
定
資
産
税
優
遇
措
置
の
対
象
か
ら
外
れ
、
土
地
の

固
定
資
産
税
が
最
大
で
も
６
倍
に
増
額
さ
れ
ま
す
。

　
　

空
き
家
の
所
有
者
は
、
い
つ
ま
で
も
家
を
放
置
で
き

ず
、
空
き
家
を
売
買
・
賃
貸
す
る
こ
と
で
、
空
き
家
物

件
の
活
用
が
活
性
化
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
　

な
お
、
国
は
、
来
年
度
の
税
制
改
正
で
、
空
き
家
を

撤
去
し
た
り
、
自
ら
の
居
住
や
賃
貸
用
に
リ
フ
ォ
ー
ム

し
た
り
し
た
場
合
に
減
税
す
る
制
度
の
創
設
や
、
親
な

ど
か
ら
相
続
し
た
家
屋
に
つ
い
て
、
解
体
や
改
築
費
の

10
％
程
度
を
所
得
税
額
か
ら
差
し
引
く
方
向
な
ど
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
　

空
き
家
の
判
断
や
そ
の
措
置
は
、
市
町
村
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
、
空
き
家
の
所
有
者
は
、
心
配

で
あ
れ
ば
、
行
政
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

入学式：平成 28年４月７日㈭

志賀・富来小学校　午前（時間未定）
志賀・富来中学校　午後（時間未定）

平成
27年度

冬休み
（平年より３日減）

平成27年12月26日から
平成28年１月５日まで

春休み
（平年より５日増）

平成28年３月22日から
平成28年４月６日まで

平成
28年度 夏休み

（平年より２日減）
平成28年７月23日から
平成28年８月31日まで

平成 28年度入学式の日が決まりました

休業日の変更は、志賀小学校の引越・開校準備などの
作業が必要なことと、来年４月の２日、３日が土日と
いう理由から、新学期の体制づくりに万全を期すため
にも、町内小中学校全て、足並みを揃えて実施します。

志賀小学校建設検討委員会事務局
☎３２- ９３６０

町内小中学校の休業日を変更します
平成 27 年 9月 1日から平成 28 年 8月 31 日までの期間に限り、
それ以降は従前に戻ります。


